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第１回県民モニターアンケート「介護に関する意識」の調査結果 
 

第１回県民モニターアンケート調査「介護に関する意識」の調査結果をとりまとめました。
アンケート結果は、「兵庫県老人福祉計画（介護保険事業支援計画）」の改定に活用します。  

 
 
１ 調査概要 

(1) 調査テーマ：介護に関する意識 

(2) 調査対象者：県民モニター2,384 人 

(3) 調査期間：令和 5年 6月 2日（金） 

      ～6 月 12 日（月）[11 日間] 

(4) 調査方法：県ホームページ上のアンケート 

     フォームに入力 

(5) 回答者数：1,826 人（回答率 76.6％） 
 
 
 
 
２ 調査結果の概要 
 

項 目 アンケート結果 

介護をした（受

けた）経験 

Q1 あなたは、今ま

でに介護をした

り、受けたりした

経験があります

か。（１つ選択） 

介護をしたり受けたりした経験がある人は 48.7%と前回調査（48.3%）と同程度

であった。経験がある人は男性（46.1%）では下降、女性（50.9%）では上昇して

おり、その差は 4.8 ポイントと前回調査（3.5 ポイント）より大きくなっている。 

作成部局課室名 総務部広報広聴課 

 

 対象者 回答者 回答率 

総  数 2,384 1,826 76.6% 

性
別 

男 性 1,047 831 79.4% 

女 性 1,333 992 74.4% 

不 明 4 3 75.0% 

年
代
別 

10～20 代 84 45 53.6% 

30 代 235 145 61.7% 

40 代 426 303 71.1% 

50 代 522 406 77.8% 

60 代 536 446 83.2% 

70 代以上 581 481 82.8% 

全体 

男性 

女性 

50.0%

50.9%

46.5%

46.1%

48.3%

48.7%

50.0%

49.1%

53.5%

53.9%

51.7%

51.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2

R5

R2

R5

R2

R5

ある ない
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項 目 アンケート結果 

介護で不安に感

じること 

Q2 あなたが介護に

ついて困難や不安

を感じることは何

ですか。（いくつで

も選択可） 

 

 「身体的な負担が大きいこと（74.0%）」が最も多く、次いで「介護がいつまで

続くかわからないこと（69.2%）」、「金銭の負担が大きいこと（63.2%）」が続いて

おり、前回調査時（R2）と順位に変わりはなかった。 

 「介護がいつまで続くかわからないこと（介護経験あり：71.7%、介護経験なし：

66.9%）」、「自分の時間がなくなること（介護経験あり：64.9%、介護経験なし：

56.4%）」は介護経験ありの方が多く、「金銭の負担が大きいこと（介護経験あり：

53.7%、介護経験なし：72.3%）」は介護経験なしの方が多い。 

 

全 体 介護経験あり 介護経験なし 

74.0%

69.2%

63.2%

60.5%

43.4%

42.3%

35.1%

33.9%

33.8%

27.8%

25.8%

17.0%

1.6%

3.7%

2.0%

71.9%

67.8%

63.0%

55.5%

40.3%

38.5%

34.9%

31.5%

31.5%

24.2%

24.2%

18.0%

1.3%

3.2%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80%

身体的な負担が

大きいこと

介護がいつまで続くか

わからないこと

金銭の負担が

大きいこと

自分の時間が

なくなること

仕事をこれまでのように

できなくなること

常に気を配り、気持ちを

張りつめていなければ

ならないこと

介護の仕方がわから

ないこと

自分が介護している人

に対して、つい辛く

あたってしまうこと

介護保険制度が十分に

理解できていないこと

介護される人の状態が

さらに悪くなるかも

しれないこと

介護により健康を

害すること

家族や親戚の理解や

協力が得られないこと

特に困難や不安を

感じない

その他

わからない

R5

R2

74.1%

71.7%

53.7%

64.9%

42.4%

44.8%

25.9%

33.6%

27.7%

31.5%

25.8%

17.7%

1.9%

5.5%

0.1%

72.5%

72.2%

54.4%

61.3%

39.9%

41.1%

25.7%

32.4%

23.5%

29.0%

24.7%

18.4%

1.3%

5.0%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80%

74.0%

66.9%

72.3%

56.4%

44.3%

39.9%

43.9%

34.2%

39.7%

24.2%

25.8%

16.3%

1.3%

2.0%

3.8%

71.4%

63.7%

71.1%

50.1%

40.7%

36.0%

43.6%

30.7%

39.0%

19.8%

23.7%

17.5%

1.3%

1.6%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80%
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項 目 アンケート結果 

介護が必要な状

態にならないた

めに大切だと思

うこと 

Q3 あなたご自身が

健康を維持し、介

護が必要な状態に

ならないために大

切だと思うことは

何ですか。（いくつ

でも選択可） 

 「十分な休養や睡眠（82.1%）」が前回と同様に最も多く、前回より 3.5 ポイン

ト増加している。次いで「スポーツや散歩など適度な運動（75.0%）」、「栄養バラ

ンスの取れた食事（72.3%）」が続いている。 

82.1%

75.0%

72.3%

70.7%

65.0%

61.6%

51.0%

27.4%

21.5%

4.2%

78.6%

77.6%

74.2%

72.8%

63.0%

63.0%

56.0%

34.1%

26.2%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

十分な休養や睡眠

スポーツや散歩など適度な運動

栄養バランスの取れた食事

規則正しい生活

気持ちを明るく保つこと

健康診断の定期的な受診

多くの人と話す機会を持つこと

酒やタバコを控えること

地域の活動やボランティア

活動への参加

その他

R5 R2
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項 目 アンケート結果 

自分自身や家族

に望む介護 

Q4-1 あなたご自身

が介護の必要な状

態となった場合、

どのような介護を

望みますか。（１つ

選択） 

 自分自身が望むのは、「家族に依存せずに生活ができるような介護サービスがあ

れば自宅での介護（43.5%）」が最も多く、次いで「自宅での家族と外部の介護サ

ービスによる介護（19.6%）」が続いている。 

 一方、家族に対する介護では、「自宅での家族と外部の介護サービスによる介護

（39.2%）」が最も多く、次いで「家族に依存せずに生活ができるような介護サー

ビスがあれば自宅での介護（25.7%）」と前回と同様に自分と家族とでは傾向が異

なる。 

 

 

 

 

 

 

 

自宅での家

族による介

護 

自宅での家

族と外部の

介護サービ

スによる介

護 

家族に依存

せずに生活

ができるよ

うな介護サ

ービスがあ

れば自宅で

の介護 

特別養護老

人ホームな

どの施設で

の介護 

有料老人ホ

ームやサー

ビス付き高

齢者住宅に

住み替えて

の介護 

医療機関へ

の入院によ

る介護 

その他 

       

Q4-2 あなたのご家

族が介護の必要な

状態となった場

合、どのように介

護をしたいです

か。（１つ選択） 

  

 

 

 

自分 

家族 

4.0%

3.9%

21.1%

19.6%

40.6%

43.5%

12.4%

12.8%

13.7%

12.3%

5.0%

4.9%

3.1%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2

R5

4.7%

5.2%

43.4%

39.2%

21.9%

25.7%

13.2%

14.3%

10.4%

8.2%

3.6%

4.8%

2.8%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2

R5
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項 目 アンケート結果 

住んでいる地域

での介護の安心

感 

Q5 あなた又はご家

族が介護が必要に

なった場合、お住ま

いの地域で生活し

ていくことについ

て、安心感がありま

すか。（１つ選択） 

 

 「どちらともいえない（39.4%）」が最も多い。「安心感がある」「どちらかとい

えば安心感がある」を合わせた『安心感がある』は 38.4%で、前回（38.3%）と同

程度であった。「安心感がない」「どちらかといえば安心感がない」を合わせた『安

心感がない』は 22.2%で、前回（18.7%）より 3.5 ポイント増加している。 

 『安心感がある』について、属性別では女性（36.0%）より男性（41.4%）、介護

経験なし（35.2%）より介護経験あり（41.7%）の方が高くなっている。地域別で

は但馬（50.0%）が最も多く、淡路を除く各地域で概ね 3～5割となっている。 

 
安心感がある どちらかといえ

ば安心感がある 

どちらともいえ

ない 

どちらかといえ

ば安心感がない 

安心感がない 

     

 

 

神 戸 阪神南 阪神北 東播磨 北播磨 中播磨 西播磨 但 馬 丹 波 淡 路 

③ 

38.6% 

② 

41.4% 

⑦ 

36.9% 

③ 

38.6% 

⑧ 

33.3% 

⑤ 

37.2% 

⑤ 

37.2% 

① 

50.0% 

⑨ 

30.3% 

⑩ 

26.4% 

全体 

男性 

女性 

介護経験

あり 

介護経験

なし 

地域別（「安心感がある」「どちらかといえば安心感がある」の計 

8.4%

9.9%

11.2%

11.0%

7.5%

9.2%

12.2%

12.0%

9.8%

10.5%

26.1%

25.3%

30.9%

30.7%

27.1%

26.8%

30.0%

29.4%

28.5%

27.9%

46.3%

42.7%

39.5%

35.9%

45.5%

40.5%

40.3%

38.0%

43.0%

39.4%

12.8%

13.3%

12.4%

13.0%

14.0%

13.7%

11.2%

12.4%

12.6%

13.2%

6.4%

8.8%

5.9%

9.3%

5.9%

9.8%

6.3%

8.2%

6.1%

9.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2

R5

R2

R5

R2

R5

R2

R5

R2

R5
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項 目 アンケート結果 

介護保険料とサ

ービス水準 

Q6 介護保険料とサ

ービス水準のあり

方について、当て

はまるものを選ん

でください。（１つ

選択） 

 前回調査時と同様に「保険料も介護サービスも現状程度でよい（31.2%）」が最

も多く、次いで「保険料が高くなってもいいから、介護サービスを充実してほし

い（24.9%）」であった。 

 介護経験の有無に関わらず、「保険料も介護サービスも現状程度でよい（介護経

験あり：R2 36.3%→R5 35.5%、介護経験なし：R2 29.2%→R5 27.0%）」は前回調査

時より減少し、「保険料が高くなってもいいから、介護サービスを充実してほしい

（介護経験あり：R2 24.7%→R5 26.2%、介護経験なし：R2 20.3%→R5 23.6%）」は

増加している。 

「わからない」は介護経験なし（35.6%）が介護経験あり（23.3%）を大きく上

回った。 

 

 

介護経験

あり 

介護経験

なし 

全体 

保険料が高くな

ってもいいか

ら、介護サービ

スを充実してほ

しい 

保険料も介護サ

ービスも現状程

度でよい 

介護サービスの

水準を今より抑

えても、保険料

が低くなるほう

がよい 

その他 わからない 

     

 

20.3%

23.6%

24.7%

26.2%

22.5%

24.9%

29.2%

27.0%

36.3%

35.5%

32.6%

31.2%

8.6%

9.6%

9.8%

8.2%

9.2%

8.9%

3.0%

4.2%

7.2%

6.7%

5.0%

5.4%

38.9%

35.6%

22.0%

23.3%

30.7%

29.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2

R5

R2

R5

R2

R5
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項 目 アンケート結果 

働きたいと思う

上限年齢 

Q7-1 高齢化が進展

するなか、労働力

の不足が懸念され

ています。あなた

ご自身は何歳まで

働きたいですか。

（１つ選択） 

 

 「60～65 歳（25.0%）」が最も多いものの、前回調査時より 4.3 ポイント減少し

ている。次いで、「66～70 歳（23.8%）」、「71～75 歳（12.5%）」となった。 

 その年齢まで働きたい（働いていた）理由は、前回調査時と傾向は変わらず、「社

会とのつながりが欲しいから（23.7%）」が最も多く、次いで「経済的にゆとりあ

る生活を送りたいから（21.1%）」、「働き続けないと生活費が足りないから（18.1%）

となった。 

Q7-2 その年齢まで

働きたい（働いて

いた）理由は何で

すか。（１つ選択） 

 

7.4%

25.0%

23.8%

12.5%

6.4%

4.1%

7.3%

6.2%

7.4%

8.2%

29.3%

23.2%

13.2%

5.6%

3.9%

5.7%

6.1%

4.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

60歳未満

60～65歳

66～70歳

71～75歳

76～80歳

81歳以上

年齢にかかわらず

働きたくない

その他

わからない

R5

R2

23.7%

21.1%

18.1%

9.0%

8.2%

3.1%

6.2%

6.2%

4.3%

26.1%

21.2%

15.2%

11.3%

8.3%

3.8%

5.5%

5.0%

3.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

社会とのつながりが欲しいから

経済的にゆとりある生活を送りたいから

働き続けないと生活費が足りないから

定年退職の年齢だから

仕事をするのが好きだから

時間に余裕があるから

特にない

その他

わからない
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項 目 アンケート結果 

介護の仕事への

イメージ 

Q8 あなたは介護の

仕事に対して、ど

のようなイメージ

をお持ちですか。

（３つまで選択） 

 前回調査時と傾向は変わらず、「体力的に大変な仕事である（80.1%）」が最も多

く、次いで「精神的に大変な仕事である（64.1%）」、「仕事の内容に見合った収入

が得られない（53.9%）」が続いている。 

 

80.1%

64.1%

53.9%

31.7%

27.9%

23.9%

15.8%

2.6%

2.1%

79.4%

62.0%

53.4%

34.2%

30.3%

21.2%

16.2%

2.0%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

体力的に大変な仕事である

精神的に大変な仕事である

仕事の内容に見合った

収入が得られない

高齢化により今後

伸びていく仕事である

早朝・夜間の勤務など

勤務時間が不規則である

利用者やその家族との

人間関係が難しそうである

人や社会の役に立ち、

働きがいがある仕事である

介護職のイメージがわかない、

身近に感じられない

その他

R5

R2
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項 目 アンケート結果 

地域包括ケアシ

ステムの認知度 

Q9-1「地域包括ケ

アシステム」につ

いて知っています

か？(１つ選択)  

【地域包括ケアシステム】 

「知っている」「聞いたことはあるが、詳しくは知らない」を合わせた『知って

いる』は 59.3%と「聞いたことがなく、知らない（40.7%）」を上回った。「知って

いる」は、介護経験あり（29.9%）が介護経験なし（11.1%）の 2倍以上となった。 
 

【地域包括支援センター（あんしんすこやかセンター等）】 

 「知っている（53.7%）」が「知らない（46.3%）」を上回っている。介護経験な

しでは「知らない（61.2%）」の方が多い。 
 

【地域包括ケアシステムの 5つの構成要素】 

 「知っている」は 23.3%にとどまったが、介護経験ありでは 34.2%と介護経験な

しの 12.9%の 2.5 倍以上となった。 

Q9-2「地域包括支

援センター(あん

しんすこやかセン

ター等)」を知って

いますか？(１つ

選択) 

 

Q9-3「地域包括ケ

アシステムの５つ

の構成要素」が「住

まい・医療・介護・

予防・生活支援」

であることを知っ

ていますか？(１

つ選択) 

 

知っている

20.3%

聞いたことはあるが、

詳しくは知らない

39.0%

聞いたことがなく、

知らない 40.7%

知っている

29.9%

聞いたことはあるが、

詳しくは知らない

41.8%

聞いたことがなく、

知らない 28.2%

知っている

11.1%

聞いたことはあるが、

詳しくは知らない

36.3%

聞いたことがなく、

知らない 52.6%

知っている

53.7%

知らない

46.3%
知っている

69.3%

知らない

30.7%
知っている

38.8%

知らない

61.2%

知っている

23.3%

知らない

76.7%

知っている

34.2%

知らない

65.8%

知っている

12.9%

知らない

87.1%

全体 

全体 

全体 

介護経験

あり 

介護経験

あり 

介護経験

あり 

介護経験

なし 

介護経験

なし 

介護経験

なし 
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項 目 アンケート結果 

地域で自分らし

く暮らしていく

ための活動 

Q10-1 お住まいの

地域に、普段から

高齢者や地域住民

が集まって活動し

ている団体や行事

等はありますか。

（いくつでも選択

可） 

  活動している団体や行事等は「町内会の活動（42.4%）」が最も多く、次いで「老

人クラブ・シニアクラブ（39.8%）」、「体操など健康づくりの会（37.3%）」が続い

ている。前回調査時に 2番目に多かった「趣味のサークル（R2:38.7%、R5:30.3%）」

は、8.4 ポイント減少し、5番目となった。 

 60 代以上では、「町内会の活動（43.8%）」と「老人クラブ・シニアクラブ（46.5%）」、

「地域の祭り（30.2%）」と「食事やお茶の会（31.9%）」で全世代平均とは順番が

逆転している。 

また、60代以上では全世代平均より認知度は概ね高くなっている。 

42.4%

39.8%

37.3%

33.0%

30.3%

30.0%

26.9%

19.9%

14.0%

1.2%

21.9%

45.5%

37.5%

37.6%

34.9%

38.7%

32.9%

32.2%

24.2%

8.4%

1.7%

19.0%

0% 20% 40% 60%

町内会の活動（地域の衛生美化、

交通・防犯活動、見守り活動、親睦等）

老人クラブ・シニアクラブ

体操など健康づくりの会

（いきいき百歳体操等）

高齢者大学・生涯学習講座

趣味のサークル

地域の祭り

食事やお茶の会

ボランティア団体等による

地域のボランティア活動

子ども食堂（地域住民等が主体となり、

無料または低価格帯で子どもたちに

食事を提供するコミュニティの場）

その他

わからない

R5

R2

43.8%

46.5%

42.0%

41.0%

35.0%

30.2%

31.9%

23.2%

13.4%

1.5%

15.7%

49.3%

42.2%

41.1%

43.0%

45.1%

32.6%

34.0%

30.1%

6.6%

1.8%

12.2%

0% 20% 40% 60%

全体 60 代以上 
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項 目 アンケート結果 

Q10-2 お住まいの

地域に、普段から

高齢者や地域住民

が集まっている活

動や団体の中に、

あなたが参加して

いる（今後参加し

たいと考えている

場合を含む）もの

はありますか。（い

くつでも選択可） 

 参加している（したい）ものについては、「町内会の活動（24.4%）」が最も多く、

次いで「趣味のサークル（20.7%）」、「高齢者大学・生涯学習講座（20.4%）」が続

いている。一方、60代以上では、「町内会の活動（28.7%）」が全世代平均と同様に

最も多く、次いで「高齢者大学・生涯学習講座（28.0%）」、「趣味のサークル（24.6%）」

となった。 

 全世代平均では 2 番目に高く、60 代以上では最も認知度が高い「老人クラブ・

シニアクラブ」について、参加している（したい）は全世代平均 8.1%、60 代以上

12.8%に留まった。 

  

24.4%

8.1%

14.3%

20.4%

20.7%

18.1%

8.2%

16.3%

5.0%

5.1%

29.7%

26.6%

8.6%

14.5%

22.1%

21.7%

20.4%

9.4%

19.3%

3.8%

4.4%

24.2%

0% 10% 20% 30% 40%

町内会の活動（地域の衛生美化、

交通・防犯活動、見守り活動、親睦等）

老人クラブ・シニアクラブ

体操など健康づくりの会

（いきいき百歳体操等）

高齢者大学・生涯学習講座

趣味のサークル

地域の祭り

食事やお茶の会

ボランティア団体等による

地域のボランティア活動

子ども食堂（地域住民等が主体となり、

無料または低価格帯で子どもたちに

食事を提供するコミュニティの場）

その他

わからない

R5

R2

28.7%

12.8%

18.6%

28.0%

24.6%

16.2%

9.4%

21.0%

3.3%

5.2%

22.2%

30.4%

14.4%

20.5%

32.0%

29.3%

16.7%

12.6%

26.1%

2.3%

4.5%

14.1%

0% 10% 20% 30% 40%

※項目の並びは Q10-1 の全世代平均の認知度が高い順 

全体 60 代以上 
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項 目 アンケート結果 

高齢者が地域で

自立して暮らす

ために必要な支

援 

Q11 お住まいの地

域で高齢者が自立

して暮らすために

必要な支援は何だ

と思いますか。（３

つまで選択） 

 「介護サービス（訪問介護、デイサービス、ショートステイ等）（58.7%）」が最

も多く、次いで「買い物支援（宅配・移動販売）（49.9%）」、「移動（外出）支援（47.0%）」

が続いている。 

58.7%

49.9%

47.0%

31.3%

28.8%

28.5%

25.1%

19.1%

11.7%

2.3%

59.6%

48.8%

43.7%

28.9%

27.7%

31.0%

27.0%

16.2%

12.5%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80%

介護サービス（訪問介護、

デイサービス、ショートステイ等）

買い物支援

（宅配・移動販売）

移動（外出）支援

食支援（配食サービス）

身近な相談相手

住民同士の交流の場

（集える場所）

地域の見守り活動

ゴミ出し支援

互助組織

（町内会、寄合）

その他

R5

R2
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項 目 アンケート結果 

人生の最終段階

の過ごし方 

Q12-1 県では可能

な限り住み慣れた

地域で、自分らし

い暮らしを続ける

ことができるよう

な支援体制づくり

を推進しています

が、あなたは人生

の最終段階の過ご

し方について考え

たり、行動したり

していますか。（１

つ選択） 

 過ごし方を「自分で考えている（32.9%）」、「家族と話し合っている（13.6%）」」、

「自分で考え、終活をしている（10.0%）」など意識している人は 56.5%と前回調査

時（56.7%）」とほぼ変わらなかった。一方、「何もして（考えて）いない（41.6%）」

人も4割を占めている。意識している人は介護経験ありでは68.6%いることに対し、

介護経験なしでは 45.0%と 23.6 ポイントの差があった。過ごしたい場所について

は、「自宅（48.5%）」が最も多く、前回調査時より「分からない（26.0%）」が増加

している。 

 

人生の最終段階の

過ごし方について

自分で考えている 

人生の最終段階の

過ごし方について

家族と話し合って

いる 

人生の最終段階の

過ごし方について

自分で考え、終活

（最後まで自分ら

しい人生を送るた

めの準備）をしてい

る 

特に何もしていな

い（考えたことがな

い） 

その他 

     

Q12-2 あなたは、人

生の最終段階をど

こで過ごしたいで

すか。（１つ選択）  

 

 

※ 報告書中の数字は、四捨五入による端数を調整していないため、内訳と計は必ずしも一致しない。 

【 問い合わせ先 】総務部広報広聴課 (TEL078-362-3022)  

全体 

介護経験

あり 

介護経験

あり 

介護経験

なし 

介護経験

なし 

全体 

 

27.6%

27.3%

37.6%

38.8%

32.4%

32.9%

11.4%

11.1%

19.2%

16.3%

15.2%

13.6%

7.2%

6.6%

11.2%

13.5%

9.1%

10.0%

52.0%

53.9%

28.6%

28.6%

40.6%

41.6%

1.9%

1.1%

3.3%

2.8%

2.6%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2

R5

R2

R5

R2

R5

自宅 介護施設 医療機関 その他 わからない 

          

 

49.8%

48.6%

51.5%

48.5%

50.6%

48.5%

11.3%

11.0%

14.9%

15.5%

13.0%

13.2%

10.3%

10.5%

9.4%

10.2%

9.9%

10.4%

2.5%

1.6%

3.0%

2.2%

2.7%

1.9%

26.1%

28.4%

21.1%

23.5%

23.7%

26.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2

R5

R2

R5

R2

R5


